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Abstract
On the occasion of a president lecture of the 37th annual meeting of the Japanese Cosmetic Science Society, I referred 

the hairs organ study that our dermatology department had conducted with me so far and explained a viewpoint and a way of 
thinking about the structure and function of the hairs organ. The hair is an important study theme of cosmetic science, but is 
a very difficult organ in medical science-like understanding. I hope that this lecture will help the future hair studies by the  
society members.
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緒　　　言

分子生物学や遺伝子研究の目覚しい進歩により，形態
学で研究されていた時代に比べ，毛器官の構造と機能の
理解はきわめて深まっている。しかしながら，毛器官を
研究するには，光顕，さらには電顕による毛器官の形態
をまずは十分に理解する必要がある。第 37回日本香粧
品学会における会頭講演では，筆者ならびに当皮膚科学
教室で進めてきた毛器官研究の流れを紹介することで，
香粧品学会会員の方々が毛器官の構造と機能を理解する
一助となればと考えた。はじめは，毛器官の透過型電顕
観察法における筆者の工夫を紹介した。つづいて，ヒト
成長期毛器官の微細構造を解説し，さらに毛ケラチンお
よびケラチン関連タンパク質の分子生物学的研究，細胞
動態の研究，毛髪奇形や毛の真菌症の解明などの当教室
の研究成果を紹介した。ここでは，その概略を著述する
が，総説となるので，個々のデータについては，引用文
献を参照願いたい。

1.　毛器官の透過型電顕観察法の工夫1）

成長期毛器官は，毛軸を中心にして円柱状に細胞層が
配列し，それら細胞層が協調して深部から皮膚表面に向
かって分化しながら毛を産生しており （Fig. 1, 2），毛軸
方向の縦断像を観察しないと理解しにくい。毛器官の電
顕包埋材料は光顕レベルの観察でも容易に縦断像を観察
することが可能で，きわめて有用である。ただし，毛根

材料の包埋に工夫が必要である。すなわち，まず頭皮材
料を軽くグルタール固定し，実体顕微鏡下でトリミング
し，毛根を単離する。それを電顕固定・包埋の手順に従
い，液状樹脂に浸透するが，包埋の最後に毛根材料をス
ライドガラスの上に寝かせて，樹脂の入ったカプセルを
被せ，そのまま硬化させる。樹脂入りカプセルはスライ
ドガラスに密着するが，ホットプレートの上において指
でカプセルを倒すように力をかけると容易にはがれる。
カプセル下面はきわめて平滑であり，そこに毛根材料が
面に沿って横たわり包埋されている。余分な樹脂を切り
落とし，カプセルを超ミクロトームの資料ヘッドに取り
つけると，毛軸方向のカッティングが容易である。資料
ヘッドとダイヤモンドナイフ台の角度の微調整で，狙い
どおりの切片を作ることができる。まずは厚切り （厚さ
約 1～2 μm） 切片を作り，トルイジンブルーで染色して
光顕で観察する。さらに，この光顕切片に再度樹脂入り
カプセルを被せ，上記と同様に再包埋して電顕用超薄切
片作成までもっていく。1枚の光顕切片から，数～10枚
程度の電顕切片を作ることができる。超薄切片を載せる
グリッドは，メッシュ状グリッドを使わず，“大きな”
穴の開いた単孔ないしスロットグリッドにフォルンバー
ル膜を張ったものを用いる。ヒト成長期毛根の縦断切片
1枚は，スロットグリッドの孔面を占める大きさであ
る。また，フォルンバール膜はコロジオン膜より丈夫
で，電子染色を注意深く行えば，それほど損傷すること
はない。
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